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■
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
が

第
99
回
定
期
総
会
を
開
催

四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
（
会
長　

二
宮
政

文　

大
木
坑
木
（
有
）
宇
和
島
出
張
所
取
締
役

所
長
）
は
、
４
月
16
日
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
（
愛
媛
県
松
山
市
）
に
お

い
て
第
99
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

定
期
総
会
に
は
、
連
盟
所
属
の
役
職
員
の
ほ

か
、
来
賓
と
し
て
四
国
森
林
管
理
局
近
藤
昭
夫

森
林
整
備
部
長
、
渡
邉
憲
治
資
源
活
用
課
長
、

森
昭
人
企
画
官
、
愛
媛
森
林
管
理
署
山
口
正
浩

署
長
、
愛
媛
県
農
林
水
産
部
中
屋
佳
吾
林
業
政

策
課
長
、
隅
田
貴
美
子
係
長
、
西
田
剛
士
係
長
、

日
刊
木
材
新
聞
社
末
岡
隆
文
西
日
本
統
括
室
長

等
26
名
が
出
席
。
当
連
盟
か
ら
は
柱
本
修
専
務

理
事
が
出
席
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
二
宮
会
長
は
、「
米
国
と
イ

ラ
ン
の
緊
張
の
高
ま
り
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

不
安
を
招
き
、
木
材
業
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
木
材
の
価
値
と
地
域
経
済
や
環
境
保

全
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。
私
達
は
林
業
と
木
材
産
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
山
元

へ
の
利
益
還
元
を
通
じ
て
森
林
資
源
の
循
環
利

用
と
木
材
の
安
定
供
給
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
同
収

支
決
算
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
同

収
支
予
算
（
案
）、
令
和
７
年
度
国
産
材
地
方

展
示
即
売
会
の
実
施
状
況
と
令
和
８
年
度
の
要

望
数
量
、
全
市
連
第
71
回
定
期
総
会
の
参
加
と

全
市
連
功
労
者
会
長
賞
候
補
者
の
推
薦
が
承
認

さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
浜
口
伸

一
氏
（（
株
）
徳
島
中
央
市
場
社
長
）
が
選
出

さ
れ
た
。

情
勢
報
告
で
は
、
四
国
森
林
管
理
局
の
渡
邉

資
源
活
用
課
長
か
ら
、
令
和
８
年
度
の
四
国
森

林
管
理
局
の
重
点
取
組
事
項
、
樹
木
採
取
区
指

定
の
検
討
の
た
め
の
新
規
需
要
創
出
動
向
調
査

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
の
実
施
、

国
有
林
野
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
に
配

慮
し
た
森
林
施
業
の
取
組
事
例
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

愛
媛
県
農
林
水
産
部
の
中
屋
林
業
政
策
課
長

か
ら
は
、
愛
媛
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

現
状
、愛
媛
県
が
推
進
す
る「
林
業
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
令
和
８
年
度
～
12
年
度
）、
建
築
物
木
材

利
用
促
進
協
定
締
結
者
に
よ
る
建
物
へ
の
県
産

材
利
用
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

全
市
連
柱
本
専
務
か
ら
は
、
全
市
連
の
令
和

８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、
新
設
住
宅
着
工
戸

数
の
推
移
、
東
京
港
の
製
材
品
在
庫
の
状
況
、

林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
の
推
進

等
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
た
。

日
刊
木
材
新
聞
社
の
末
岡
西
日
本
統
括
室
長

本
修
専
務
が
出
席
し
た
。

開
会
に
当
た
り
菅
生
支
部
長
は
「
昨
年
の
全

市
連
総
会
・
大
阪
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
近

畿
支
部
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
で
原
油
価
格
が
上
昇

し
断
熱
材
や
住
宅
設
備
等
の
製
品
が
入
手
し
に

く
く
な
る
な
ど
我
々
の
商
売
に
も
影
響
が
出
て

き
て
い
る
。
今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。」

と
挨
拶
し
た
。

議
事
で
は
、
２
０
２
５
年
度
近
畿
支
部
決
算

報
告
書
及
び
２
０
２
６
年
度
収
支
予
算
書
等
が

起
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
菅

生
支
部
長
が
留
任
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
に
よ
る
各
地
の
市
況
や
市

場
の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
の
熱
心
な
情
報
・

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
全
市
連
中
国
支
部
が
定
期
総

会
を
開
催

全
市
連
中
国
支
部
（
支
部
長　

岡
本
剛
（
株
）

岡
山
木
材
相
互
市
場
社
長
）
は
、
４
月
13
日
、

荒
手
茶
寮
（
岡
山
市
）
に
お
い
て
、
令
和
７
年

度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
定
期
総
会
に
は

中
国
地
区
の
会
員
等
16
名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
岡
本
支
部
長
は
「
平
素
よ
り

当
会
運
営
に
対
し
て
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝

か
ら
は
、
住
宅
着
工
の
動
向
、
建
築
基
準
法
改

正
の
影
響
、
外
材
か
ら
国
産
材
へ
の
代
替
の
動

き
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
影
響
等
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

各
県
の
参
加
者
か
ら
は
、
各
県
に
お
け
る
木

材
市
況
等
の
最
近
の
情
勢
が
発
表
さ
れ
、
熱
心

な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
全
市
連
近
畿
支
部
が
定
期
総

会
を
開
催

全
市
連
近
畿
支
部
（
支
部
長　

菅
生
康
清 

桜
井
木
材
（
協
）
理
事
長
）
は
、
４
月
17
日
、

グ
ラ
ン
ド
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
奈
良
橿
原
（
奈
良
県

橿
原
市
）
に
お
い
て
２
０
２
６
年
度
の
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。

定
期
総
会
に
は
、
近
畿
地
区
の
全
市
連
会
員

の
ほ
か
、
日
刊
木
材
新
聞
社 

末
岡
隆
文
西
日

本
統
括
室
長
、
林
経
新
聞
社 

渡
邉
健
取
締
役

編
集
企
画
担
当
、
東
洋
木
材
新
聞
社 

島
崎
公

一
社
主
等
25
名
が
出
席
し
、
当
連
盟
か
ら
は
柱 四国地区木材市場連盟定期総会

菅生支部長挨拶

全市連のホームページアドレス https://www.zennichiren.com
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申
し
上
げ
る
、
不
透
明
な
状
況
だ
が
市
場
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画
、
予

算
書
案
、
全
市
連
功
労
者
会
長
賞
の
推
薦
、
役

員
改
選
で
は
支
部
長
を
は
じ
め
役
員
全
員
の
留

任
、
次
年
度
総
会
の
島
根
県
で
の
開
催
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
に
よ
る
各
地
の
市
況
や
市

場
の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
の
熱
心
な
情
報
・

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
自
民
党
「
イ
ラ
ン
情
勢
に
関

す
る
関
係
合
同
会
議
」
に
お
い

て
日
本
林
業
協
会
か
ら
要
請

４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
合
同
会
議
に
お
い

て
、
林
業
関
係
団
体
を
代
表
し
て
（
一
社
）
日
本

林
業
協
会
・
島
田
泰
助
会
長
が
現
状
報
告
及
び

今
後
の
対
応
に
関
す
る
要
請
を
行
っ
た
。
合
同
会

議
に
は
、
農
業
、
食
品
、
運
輸
等
の
団
体
が
出

席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
現
状
報
告
と
要
請
を

行
っ
た
。
日
本
林
業
協
会
の
要
請
は
次
の
通
り
。

林
業
・
き
の
こ
生
産
・
木
材
産
業
の
燃
料
及
び

資
材
を
め
ぐ
る
状
況
と
今
後
の
対
応
に
向
け
た

要
請今

般
の
中
東
情
勢
を
受
け
原
油
価
格
が
高
騰

す
る
中
、
林
業
・
き
の
こ
生
産
・
木
材
産
業
に
用

い
る
燃
料
及
び
資
材
の
価
格
も
上
昇
し
、
燃
料
の

使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
生
産
工
程
が
延

び
る
等
の
経
営
へ
の
影
響
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
材
の
乾
燥
等
に
用
い
る
A
重
油

等
に
つ
い
て
地
方
の
燃
料
供
給
事
業
者
の
中
に

は
供
給
量
を
制
限
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
伐
採
時
に
使
用
す
る
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
潤
滑
油
、
シ
カ
な
ど
獣
害
防
止
の
ネ
ッ

ト
、
苗
木
生
産
用
の
容
器
、
き
の
こ
生
産
用
の

菌
床
袋
や
出
荷
時
の
包
装
資
材
、
合
板
・
集
成

材
を
製
造
す
る
た
め
の
接
着
剤
、
木
材
出
荷
時

の
包
装
資
材
等
の
林
業
・
き
の
こ
生
産
・
木
材

産
業
の
現
場
に
お
け
る
作
業
に
不
可
欠
な
資
材

に
つ
い
て
メ
ー
カ
ー
か
ら
将
来
の
供
給
制
限
の

可
能
性
を
示
さ
れ
る
な
ど
、
必
要
な
量
の
調

達
・
確
保
の
先
行
き
は
不
安
定
・
不
透
明
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
中
東
情
勢
が
長
期
化
・
悪
化
す
る
よ

う
な
事
態
と
な
れ
ば
、
林
業
・
き
の
こ
生
産
・

木
材
産
業
の
生
産
活
動
の
継
続
と
林
産
物
の
安

定
的
な
供
給
が
困
難
と
な
り
、
地
域
経
済
や
国

民
生
活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
事
態
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
林
業
・
き
の
こ
生

産
・
木
材
産
業
の
各
事
業
者
が
安
心
し
て
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、下
記
事
項
に
つ
い
て
、

的
確
に
ご
対
応
い
た
だ
く
よ
う
ご
要
望
申
し
上

げ
ま
す
。

〇
中
東
情
勢
関
連
対
策
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル
（
経
済
産
業
省
）

https://w
w

w
.m

eti.go.jp/chuto_josei/
index.htm

l

■
東
京
湾
針
葉
樹
製
品
在
庫
量

日
本
木
材
輸
入
協
会
（
東
京
江
東
区
）
の

と
り
ま
と
め
に
よ
る
と
、
東
京
湾
の
輸
入
針

葉
樹
製
品
（
製
材
と
集
成
材
）
の
３
月
末
の

在
庫
量
は
、
８
万
６
千
４
百
㎥
に
減
少
し
、

記

１ 

林
業
・
き
の
こ
生
産
・
木
材
産
業
に
必
要

な
燃
料
の
安
定
的
な
確
保
・
供
給

２ 

林
業
・
き
の
こ
生
産
・
木
材
産
業
に
必

要
な
資
材
の
安
定
的
な
確
保
・
供
給
に
向
け

た
原
材
料
の
確
保

３ 

林
業
・
き
の
こ
生
産
・
木
材
産
業
の
事

業
者
が
燃
料
・
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
事

業
継
続
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
な
支
援

■
燃
料
油
や
石
油
製
品
等
の
供

給
に
関
す
る
相
談
窓
口
等

の
お
知
ら
せ

現
下
の
中
東
情
勢
を
踏
ま
え
、
燃
料

油
や
石
油
製
品
等
の
供
給
に
関
す
る
相

談
窓
口
が
関
係
省
庁
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

林
業
機
械
・
木
材
加
工
機
械
等
の
燃

油
や
石
油
製
品
確
保
等
の
ご
相
談
は
こ

ち
らメ

ー
ルrinya_rinsei@

m
aff.go.jp

こ
の
他
の
政
府
の
関
連
サ
イ
ト
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
中
東
情
勢
関
連
対
策
ポ
ー
タ
ル

（
農
林
水
産
省
）

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/chuto_
josei.htm

l
〇
燃
料
油
や
石
油
製
品
等
の
供
給
に

関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

（
農
林
水
産
省
）

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/
press/kanbo/anpo/260331.htm

l
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内
訳
は
、
欧
州
材
が
３
３
、
１
５
２
㎥
、
北
米

材
が
２
６
、
６
８
４
㎥
、
ロ
シ
ア
材
が
２
６
、

５
５
９
㎥
と
な
っ
た
。
在
庫
量
は
昨
年
10
月
の

11
万
5
千
５
０
０
㎥
以
降
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
が
、昨
年
同
時
期
の
在
庫
量
と
比
べ
る
と
、

欧
州
材
が
２
、
５
１
０
㎥
、
８
％
増
加
、
北
米

材
が
３
、
１
５
０
㎥
、
13 

%
増
加
、
ロ
シ
ア

材
が
２
、
５
７
７
㎥
、
11 
%
増
加
と
な
っ
た
。

■
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用

の
状
況
を
公
表
　
農
林
水
産
省

農
林
水
産
省
は
こ
の
ほ
ど

「
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
状

況
を
取
り
ま
と
め
て
公
表
し

た
。

○
建
築
物
木
材
利
用
促
進
　
協

定
制
度
の
活
用

国
は
、
令
和
７
年
12
月
末
時

点
で
団
体
・
企
業
と
28
件
の
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、
各
協
定

に
基
づ
い
て
令
和
７
年
に
計

１
、
１
３
３
件
の
建
築
物
の
木

造
化
・
木
質
化
が
行
わ
れ
、
計

約
４
０
、
４
５
４
㎥
の
木
材
が

使
用
さ
れ
た
。

地
方
公
共
団
体
で
は
、
令
和

７
年
12
月
末
時
点
で
団
体
・
企

業
と
計
１
９
２
件
の
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
各
協
定
に
基
づ

い
て
令
和
７
年
に
計
３
、
８
６

９
件
の
建
築
物
の
木
造
化
・
木

質
化
が
行
わ
れ
、
計
９
２
、
２

８
４
㎥
の
木
材
が
使
用
さ
れ
た
。

○
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
の
状
況

ア 

構
造
別
・
階
層
別
・
用
途
別
の
着
工
建
築

物
の
床
面
積

令
和
７
年
に
着
工
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
、

低
層（
３
階
建
て
以
下
）の
住
宅
の
木
造
率（
床

面
積
ベ
ー
ス
）
は
83
・
５
％
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
低
層
（
３
階
建
て
以
下
）
の
住
宅
を
除
い

た
木
造
率
は
６
・
６
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
低

層
（
３
階
建
て
以
下
）
の
非
住
宅
建
築
物
の
木

造
率
（
同
）
は
、
１
６
・
２
％
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
中
高
層
（
４
階
建
て
以
上
）
の
建
築
物

の
木
造
率
（
同
）
は
、
住
宅
は
０
・
２
％
、
非

住
宅
は
０
・
１
％
以
下
で
あ
っ
た
。

イ 

着
工
し
た
非
住
宅
建
築
物
の
構
造
別
の
床

面
積
と
木
造
率
の
推
移

令
和
７
年
に
着
工
し
た
非
住
宅
建
築
物
の
木

造
床
面
積
は
、
約
２
、
６
６
０
千
㎡
、
木
造
率

（
床
面
積
ベ
ー
ス
）
は
、
９
・
６
％
で
あ
り
、

床
面
積
は
横
ば
い
、
木
造
率
は
増
加
傾
向
で
あ

る
。

ウ 

着
工
し
た
中
高
層
木
造
建
築
物
の
床
面
積

の
推
移

令
和
７
年
に
着
工
し
た
中
高
層
木
造
建
築
物

（
４
階
建
て
以
上
の
木
造
建
築
物
）
の
床
面
積

は
、
約
３
１
、
０
０
０
㎡
で
あ
り
、
横
ば
い
で

あ
る
。
過
去
10
年
間
で
見
る
と
、
年
に
よ
っ
て

増
減
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
増
加
傾
向
で
推
移

し
て
い
る
。

○
公
共
建
築
物
の
木
造
率

令
和
６
年
度
に
着
工
し
た
公
共
建
築
物
の
木

造
率
（
床
面
積
ベ
ー
ス
）
は
、15
・
９
％
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
低
層
の
公
共
建
築
物
の
木
造

率
は
33
・
４
％
で
あ
っ
た
。
平
成
22
年
の
法
制

定
以
降
上
昇
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
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■
公
立
学
校
に
お
け
る
木
材
利

用
状
況
を
公
表
　
文
部
科
学
省

文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
令
和
６
年
度
の
公

立
学
校
施
設
に
お
け
る
木
材
利
用
状
況
調
査
に

よ
る
と
、
令
和
６
年
度
に
新
し
く
建
築
さ
れ
た

全
て
の
公
立
学
校
施
設
５
１
５
棟
（
※
）
の
う

ち
、
４
０
８
棟
（
79
・
２
％
）
が
木
材
を
使
用

し
た
。
こ
の
内
訳
は
、
木
造
の
施
設
が
90
棟
、

非
木
造
で
内
装
を
木
質
化
し
た
施
設
が
３
１
８

棟
と
な
っ
て
い
る
。

※
調
査
対
象
は
、
公
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等

教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
。
な
お
、
学
校

施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
等
の
観
点
か
ら
木
造

化
及
び
内
装
木
質
化
が
困
難
で
あ
る
も
の
な
ど

を
除
く
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
整
備
さ
れ
た
学
校
施

設
施
設
（
新
築
に
加
え
て
改
修
も
含
む
）
で
は
、

３
６
、
６
８
１
㎥
の
木
材
が
使
用
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
、
１
２
、
８
９
４
㎥
（
35
・
２
％
）
が

木
造
施
設
で
、
２
３
、
７
８
７
㎥
（
64
・
８
％
）

が
非
木
造
施
設
の
内
装
木
質
化
等
に
お
い
て
使

用
さ
れ
た
。

詳
細
は
次
の
文
科
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載　

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/

shotou/zyosei/m
okuzai/1412339_00012.

htm
l

■
記
念
市
で
取
適
法
の
講
演
会

を
開
催

東
京
木
材
市
場

3
月
5
日
、
東
京
木
材
市
場
㈱
（
氏
橋
武
史

社
長
）
は
、
市
場
開
設
75
周
年
の
記
念
市
に
合

わ
せ
て
林
野
庁
木
材
産
業
課 

尾
近
茂
木
材
専

門
官
（
現
木
材
流
通
班
担
当
課
長
補
佐
）
を
講

師
に
招
き
、「
林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
取

適
法
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

講
演
で
は
、
本
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
取
適

法
に
つ
い
て
、
林
業
・
木
材
産
業
に
適
用
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
取
引
事
例
、
適
用
基
準
、
義

務
と
禁
止
行
為
、
独
禁
法
と
の
違
い
等
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に

昨
年
11
月
に
林
野
庁
が
策
定
し
た
「
林
業
・
木

材
産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

か
ら
問
題
と
な
り
得
る
取
引
と
望
ま
し
い
取
引

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
も
と

に
し
た
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

■
令
和
７
年
度
木
材
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
合
格
者

当
連
盟
は
、
こ
の
ほ
ど
令
和
７
年
度
の
木
材

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、

今
年
2
月
に
東
京
会
場
と
大
阪
会
場
で
開
催
し

た
令
和
７
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習

会
の
受
講
者
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
合
格
者

63
名
の
認
定
を
決
定
し
た
。
認
定
審
査
委
員
会

に
は
杉
山
淳
司
京
都
大
学
名
誉
教
授
を
は
じ
め

と
す
る
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
の
講

師
が
出
席
し
、
受
講
者
の
試
験
結
果
等
を
も
と

に
審
査
を
行
っ
た
。
合
格
者
氏
名
は
全
市
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。
合
格
者
は
、

以
下
の
と
お
り
（
敬
称
略　

五
十
音
順
）。

安
達 

向
志
（
東
京
都
）、
安
達 

哲
也
（
長

野
県
）、石
橋 

達
也（
長
野
県
）、井
上 

睦
月（
福

島
県
）、
井
ノ
本 

善
健
（
奈
良
県
）、
犬
童 

大

輔
（
熊
本
県
）、
上
田 

優
希
（
愛
知
県
）、
太

田 

愛
子
（
大
阪
府
）、
岡
谷 

達
矢
（
東
京
都
）、

奥
積 

育
子
（
愛
知
県
）、
小
坂
大
和
（
神
奈
川

県
）、小
田
嶋 

和
也
（
秋
田
県
）、恩
田 

佑
（
福

島
県
）、貝
本 

貴
哉
（
奈
良
県
）、鏡 

聖
天
（
山

形
県
）、橿
渕 

正
明（
東
京
都
）、勝
山 

崇
史（
長

野
県
）、
上
井 

光
裕
（
埼
玉
県
）、
川
崎 

悠
一

郎
（
福
島
県
）、
川
原
田 

喬
生
（
岩
手
県
）、

木
崎 

有
真
（
東
京
都
）、
キ
ス
リ
ャ
コ
フ
・
ア

ル
チ
ョ
ム
（
東
京
都
）、
國
田 

晃
（
大
阪
府
）、

倉
本 

輝
（
奈
良
県
）、
倉
森 

裕
子
（
岡
山
県
）、

小
池 
良
輔（
長
野
県
）、河
本 

龍
市（
奈
良
県
）、

小
林 
裕
（
東
京
都
）、
齊
藤 

浩
規
（
福
島
県
）、

坂
井 

梨
奈
（
岐
阜
県
）、
佐
川 

和
佳
子
（
福

島
県
）、
佐
野 
友
希
（
東
京
都
）、
佐
野 

由
美

子
（
愛
知
県
）、
椎
原 
寛
章
（
埼
玉
県
）、
篠

崎 

友
宏
（
福
島
県
）、
嶋
倉 

悠
介
（
岐
阜
県
）、

新
藤 

英
二（
東
京
都
）、新
町 
曉
子（
三
重
県
）、

髙
橋 

育
美（
東
京
都
）、高
橋 

将
太（
秋
田
県
）、

立
川 

洋
一（
東
京
都
）、恒
冨 

春
香（
東
京
都
）、

東
口 

誠
一
郎
（
東
京
都
）、
渡
嘉
敷 

通
世
（
沖

縄
県
）、常
田 

裕
葵（
長
野
県
）、中
島 

和
真（
岐

阜
県
）、中
村 

洋
祐（
鹿
児
島
県
）、西
野 

任（
埼

玉
県
）、
西
森 

聖
峰
（
神
奈
川
県
）、
葉
山 

史

奈
子
（
東
京
都
）、
福
岡 

真
吾
（
大
阪
府
）、

藤
田 

晃
暢（
長
野
県
）、藤
本 

純
司（
大
阪
府
）、

前
田 

名
奈（
東
京
都
）、松
本 

正
人（
徳
島
県
）、

美
登
路 

信
義
（
奈
良
県
）。
村
山　

玲
（
東
京

都
）、本
西 

敬
子
（
東
京
都
）、森
本 

颯
太
（
福

島
県
）、薬
師
寺 

麗（
千
葉
県
）、山
崎 

高
之（
青

森
県
）、山
下 

虎
太
朗（
東
京
都
）、渡
邉 

佑（
北

海
道
）

取適法の講演会の様子

木材アドバイザー養成講習会の様子


